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ギーがより小さいことが明らかとなった。 

























荷挙動の観察を行っている。その結果、phenyl 置換基の存在や alkyl 側鎖基長の増加に伴う側鎖基-主鎖間の立
体障害による、骨格固定に起因するσ共役の発達に伴う主鎖骨格の剛直性の向上、また、phenyl 基のπ軌道と主
鎖のσ共役セグメントのσ-π相互作用による鎖上のホールの非局在化の向上を明らかにしている。 
 以上のように、本論文は、共役分子の応用を視野に入れ、分子一つ一つの光学特性や構造ダイナミクスの解明を行
い、分子素子としての基礎的知見を得ている。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
